
昭和48年3月 1日 No、79 広報 たまかわ

．．．．．．．．．．．．．．．． 

．
 

．
 

• •• 

．
 

戸
人
人
人
属
~

．

ヽ

ノ

在

．
 
．
 
．
 

00531762~ 

糞i

す
現

4
2
2
7
5
7
.
＂

9
9
9
,
6
.
 
．
 
．
 
．
 

1

7

3

3

4

 

~
う
日
．
 

織

1

.

 

．
 
．
 
．
 
．
 
．
 

月

i

よ

i

の
3

数

口

積

i

．
 

面
i

一

村

年

帯

男

女

．

世

人

・

8

 4
 

量

（
 

5
 

．
 
．

．

 

．
 

．
 

會
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
 H
H
H
●
●
●
賓
轟
疇
舅
こ

．．．．
 `

賃
●
富
膏

．．．．．．．．．．． 
璽
●
●
●
｀

,
 
．．．．．．．．．．．．．． 

重

．
 

｀
 

．
 

．

．

 

．

．

 

．
 
．
 

．
 

~
課
~
．

．

 

.• 

• 
[
 

郡

務

~
行
．

t
 ．

 

川

総

．
 
．
 
．
 
．
 

"
 

一

遠

石

場

• 

"

県

役

＂

．
 

~
集

．
 
．
 

島

村

・

．
 
．
 
．
 
．
 

i

編

福

川

．
 
．
 

• 

玉

＂

．
 

．

．

 

．

．

 

．

．

 

．
 
．
 

．
 

．
 

．
 

、.................................................. ―
 

．
 

印刷所

須賀川市加治町69

御円谷印刷

◇
青
少
年
健
全
育
成
の
た
め
の
玉
川
村
柔
剣
道
大
会
は
、
公
民
館
主
催
で
二
月
十

◇
八
日
午
前
十
時
か
ら
泉
中
学
枝
屋
体
に
、
村
内
中
学
生
と
一
般
の
選
手
九
十
七

◇
名
が
参
加
し
て
開
か
れ
ま
し
た
。
矢
吹
公
民
舘
長
の
あ
い
さ
つ
に
続
い
て
、
小

◇
針
村
長
、
石
川
警
察
署
長
の
激
励
を
受
け
た
あ
と
p

寒
さ
を
吹
き
と
ば
す
ほ
ど

◇
の
気
合
も
よ
く
熱
戦
を
く
り
ひ
ろ
げ
た
結
果
、
成
績
は
次
の
と
お
り
で
し
た
。

心
身
を
健
全
に

玉
川
村
柔
・
釧剣
道
大
会

有
段
者

無
段
者 剣

道

有
段
者

無
段
者 柔 柔

道

中

学

生

三
年
生

団
体
優
勝
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中
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チ
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ム
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優
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ム

①

小

林
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道
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②

須

藤
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寛

（
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③
小
山
田
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夫
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①
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木

孝
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（

須
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須

田

次

夫

（

須

③

関

根

武

（

泉

①

小

針

功

（

泉

②

双

里

光

一

（

泉

③

塩

沢

重

信

（

須

中

学

生

剣

道

一
年
生

団
体
優
勝
須
中
A
チ
ー
ム

準

優

勝

泉

中

B
チ
ー
ム

①

須

釜
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一

（
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②

曲

山

文

彦

（
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沢

正

（

須

①
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木
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一

（

泉

②
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R
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沢
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住
民
税
申
告
相
談

農
業
改
良
推
進
員
役
員
会

体
育
指
遵
委
員
会

米
生
産
調
整
協
議
会

新
婚
者
激
励
会

百
日
せ
ぎ
、
ジ
フ
テ
リ
ア
予
防
接

種

須

釜

支

所

ク

母

子

セ

ソ

タ

ー

国
保
運
営
協
議
会

村
史
資
料
調
査
委
員
会

妊
婦
健
康
診
断
母
子
セ
ソ
タ
ー

乳
幼
児
健
康
診
断

母
子
セ
ソ
ク
ー

社
会
教
委
員
、
公
民
館
運
審
委
員

会仔
牛
セ
リ
市

第
四
回
農
業
委
員
会

月

例

監

査

教
育
委
員
会

納
税
組
合
長
会
議

区

長

会

消
防
幹
部
会

交
通
対
策
協
議
会

保
健
婦
補
助
員
会
議

健
康
優
良
児
表
彰
式

民
生
委
員
協
議
会

児
童
館
終
了
式
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国民健康保険の手続き

こんなときには手続きを 手続きに必要なもの

贋
転入したとき・勤務先の健

印鑑、米穀通帳康保険をやめたとき
に

印鑑、被保険者証は
子ぶもが生まれたとき1, ヽ 母子手帳

る
印鑑、米穀通帳

喜 生活保護が廃止されたとき
保護廃止通知書

9場
転出のとき

勤務先の健康保険に加入し 印鑑、被保険者証

たとき •. 

め 死亡したとき 印鑑、被保険者証
る合

印鑑、被保険者証
生活保護が開始された とき

保護決定通知書

市町苫内で住所が変わったとき

加入者の民名が変わったとき
印鑑、被保険者証

世帯主が変わったとぎ

世帯の合併、分離のとき
~ヘ ＇

ヽ ，←

' 
被保険者証をな くしたとき・ 印鑑

,,' 
:i,. 

子弟が修学で他の市保町村に転必出
.. ・・ 

するため；別の被 険者証が 印鑑、在学証明書
要なとき

出かせぎなど、長期間他険府者県証な
どに行なくたとめ、別の被保 1 印鑑
が必要 き

R 転入、転出転居、世帯主変更などのと きは、住民異

動届とー諸に手続きをすることができます。

国
保
の
被
保
険
者
で
あ
る
乳
児

乳
幼
児
十
割

給
付
の
お
知
ら
せ

現
在
使
用
し
て
い
る
国
民
健
康

保
険
被
保
険
者
証
（
保
険
証
）
は

三
月
末
日
で
無
効
と
な
り
、
四
月

一
日
か
ら
新
ら
し
い
保
険
証
と
更

新
に
な
り
ま
す
が
、
新
ら
し
い
保

険
証
の
番
号
は
住
民
基
本
台
帳
の

世
帯
番
号
に
あ
わ
せ
た
新
ら
し
い

番
号
と
な
り
ま
す
の
で
、
四
月
一

日
か
ら
は
必
ら
ず
新
ら
し
い
保
険

証
を
お
持
ち
に
な
っ
て
受
診
さ
れ

ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

保
険
証
の
番
号
が

変
更
に
な
り
ま
す

国
保
の
被
保
険
者
が
亡
く
な
ら

れ
た
と
き
は
、
そ
の
葬
祭
を
行
な

う
方
に
葬
祭
費
と
し
て
一
＿
一
千
円
支

給
し
て
お
り
ま
す
が
、
四
月
一
日

か
ら
は
五
千
円
に
引
ぎ
上
げ
て
支

葬
祭
費
が
引
き

上
げ
に
な
り
ま
す

国
民
健
康
保
険
に
つ
い
て

「
お
知
ら
せ
」

ま
す
。
就
職
し
て
勤
め
先
の
社
会

保
険
に
入
っ
た
と
き
、
叉
は
退
職

し
て
社
会
保
険
の
資
格
が
な
く
な

っ
た
と
き
な
ど
、
す
ぐ
に
手
続
き

を
と
ら
な
い
た
め
に
思
わ
ぬ
損
を

の
医
療
費
に
つ
い
て
は
、
現
在
一

、9

次
の
よ
う
な
こ
と
が
あ
り
ま
し
す
る
『

4

こ
．と

が
あ
り
ま
す
。
そ
の
よ

た
ら
、
世
帯
主
の
方
は
、
必
ら
ず
う
な
こ
と
の
な
い
よ
う
国
保
の
資

才
未
満
の
赤
ち
ゃ
ん
に
対
し
て
の

十
四
日
以
内
に
手
続
ぎ
を
し
て
く
格
に
異
動
が
あ
っ
た
と
き
は
で
き

十
割
給
付
（
自
己
負
担
な
じ
）
を

だ

さ

い

。

る

限

り

早

目

に

手

続

ぎ

を

す

ま

せ

行
な
っ
て
お
り
ま
す
が
、
乳
幼
児

．特
に
、
現
在
は
会
社
等
に
勤
め
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

の
保
健
の
向
上
を
図
る
た
め
、
満

ら
れ
る
方
の
異
動
が
増
え
て
お
り

ニ
オ
に
な
る
ま
で
年
令
を
引
き
上

げ
、
て
四
月
一
日
か
ら
十
割
給
付

；`
いど

、つ
四
十
八
年
度
の
国
土
調
査
は

を
実
施
す
る
予
定
で
あ
り
ま
す
の

で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

四
辻
新
田
地
区

と

「
お
願
い
」

四
十
八
年
度
の
国
土
調
査
は
四
一
部
を
実
於
致
し
ま
す
。

辻
新
田
の
村
中
。
津
間
。
向
田
。
国
有
林
と
の
境
界
杭
の
確
認
は

，

川
久
保
。
弥
左
衛
門
平
。
諏
訪
平
常
林
署
と
四
辻
新
田
部
落
民
の
方

根
藤
地
。
蜂
巣
。
札
場
。
南
須
釜
石し

の
大
井
沢
。
山
新
田
。

青
井
沢
の

異
動
届
は
で
き

る
限
り
早
目
に

給
す
る
予
定
で
あ
り
ま
す
の
で
お

知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

所
得
税
の
確
定
申
告
書
の
書
ぎ

か
た
は
、
税
務
署
か
ら
お
届
け
し

丁
税
金
の
ゆ
く
え
止

々
の
御
協
力
に
よ
り
完
了
致
し
ま

し
た
。
本
年
度
は
須
賀
川
市
と
の

境
界
の
不
確
実
の
点
も
あ
り
ま
す

の
で
こ
れ
ら
の
問
題
も
無
事
完
了

さ
れ
る
よ
う
皆
様
の
御
協
力
を
御

願
い
い
た
し
ま
す
。

国
土
調
査
（
第
籍
調
査
）
の
説

私
達
が
負
担
し
て
い
る
税
金
の

使
い
み
ち
を
、
一
、

0
0
0円
に

換
算
し
て
み
る
と
昭
和
四
七
年
度

で
は
次
の
よ
う
に
な
っ
て
い
ま

す。
0

国
民
の
健
康
や
生
活
の
た

め
に
…
↓
．

J

…
…
…
-
七
五
円

0

道
路
や
住
宅
な
ど
の
整
備

戸
嘉
所
得
税
の
確
定

申
告
と
納
税
は
三
月
十
五
日
ま
で

ー
納
税
は
便
利
な
振
替
納
税
で

て
い
る
「
所
得
税
の
確
定
申
告
の

手
引
き
」
や
「
申
告
書
の
書
き
か

た
」
に
説
明
し
て
あ
り
ま
す
が
、

わ
が
ら
な
い
点
は
、
ご
遠
慮
な
く

税
務
署
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

納
税
に
は
、
銀
行
な
ど
の
預
金

口
座
か
ら
振
替
え
て
納
税
す
る
振

替
納
税
制
度
を
利
用
さ
れ
ま
す

と
、
手
数
が
省
け
て
た
い
へ
ん
便

利
で
す
。
申
告
期
限
問
近
に
な
り

ま
す
と
、
税
務
署
の
窓
口
が
混
雑

し
ま
す
か
ら
、
申
告
は
早
め
に
お

済
ま
せ
く
だ
さ
い。

の
た
め
に
：
．．
．．．
．．
 一
八
七
円

0

教
育
と
科
学
技
術
の
振
興

の
た
め
に
•
…
・
・
；
．
―
-
四
円

0

国
土
の
防
衛
の
た
め
に
、

…
…
…
…
七

0
円

0

地
方
財
政
の
援
助
の
た
め

に
…
…
•
•
…
…
…
•
二0四
円

0

国
債
の
償
還
や
利
子
の
支

払
の
た
め
に
…
••
…
•
四
0
円

0

そ
の
他
い
ろ
い
ろ
な
国
の

施
策
を
ま
か
な
う
た
め
に

（
物
価
対
策
、
公
害
対
策
等
）

…
…
…
…
ニ
―

0
円

※
「
官
報
資
料
版
」
よ
り
転
載

明
会
実
施
方
法
班
の
編
成
等
は
後

程
部
落
区
長
を
通
じ
て
御
知
ら
せ

致
し
ま
す
。

国
有
林
と
の
境
界
杭
は
勝
手
に

移
動
し
た
り
破
損
し
た
り
し
な
い

よ
う
御
注
意
下
さ
い
。

企
画
室
国
土
調
査
係
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二
月
二
十
八
日
か
ら
三
月
十

こ
の
運
動
は
、
春
は
火
災
が
多

発
し
や
す
く
、
ま
た
、
季
節
風
等

に
よ
り
大
火
に
な
り
や
す
い
の

で
、
住
民
の
火
災
予
防
思
想
の
高

揚
を
は
か
り
、
火
災
を
防
止
し
、

火
災
に
よ
る
死
傷
者
の
発
生
を
防

止
す
る
こ
と
を
目
的
に
左
記
に
よ

り
春
季
全
国
火
災
予
防
運
動
が
実

施
さ
れ
ま
す
。

村
民
の
皆
な
さ
ん
、
火
の
元
に

は
十
分
注
意
さ
れ
、
村
内
か
ら
は

火
災
を
出
さ
な
い
よ
う
に
注
意
い

た
し
ま
し
ょ
う
。

一
、
実
施
期
間

気
な
し
の
投
げ
す
一
’

山
火
事
の
も
と

防
ご
ぅ
山
火
事

ヽ

注

二
、
重
点
実
施
事
項

た
ば
こ
を
原
因
と
す

る
火
災
は
県
内
に
お
い

て
昭
和
四
十
六
年
に
九

十一
＿一
件
も
発
生
し
て
お

り
、
こ
4

数
年
常
に
上

位
を
占
め
て
お
る

イ
、
外
出
、
就
寝
前
の
火
の
元

点
検
の
励
行

ウ
、
老
人
、
子
供
、
病
弱
者
等

の
就
寝
場
加
の
安
全
点
検

二
、
避
難
路
の
確
保
、
避
難
誘

ア
、
た
ば
こ
の
投
げ
捨
て
と
寝

た
ぽ
こ
の
防
止

日
ま
で

慣
れ
た
火
に
新

春
の
全
国
火
災

玉

川

村

玉

川

村

消

防

団

玉
川
村
婦
人
消
防
隊

導
の
徹
底
、
避
難
訓
練
の
実

徊+n“ 
ォ
、
車
両
火
災
の
予
防

カ
、
林
野
火
災
の
予
防

注
林
野
火
災
の
出
火
原

因
は
、
た
ば
こ
、
た
き

火
、
火
入
れ
等
、
人
為

的
な
も
の
が
大
部
分
と

な
っ
て
お
り
ま
す
。

以
上
の

よ
う
重
点
実
施
事
唄
と

な
っ
て
お
り
ま
す
が
、
こ
の
外
、

子
供
の
火
遊
び
に
も
注
意
さ
れ
る

よ
う
、
お
願
い
し
ま
す
。

春
告
鳥
（
は
る
つ
げ
ど
り
）
の

異
名
の
と
お
り
、
う
ぐ
い
す
の
声

を
き
け
ば
春
の
訪
れ
を
思
わ
せ
ま

す
。
う
ぐ
い
す
は
北
海
道
か
ら
九

州
ま
で
、
日
本
の
全
域
に
住
ん
で

い
ま
す
。
し
か
も
日
本
に
だ
け
い

る
と
い
わ
れ
る
鳥
で
す
。

音
初
（
は
つ
ね
）
と
い
え
ば
う

季節の話題
111111■ •11-llltlli• 

□□ □ [II 
響
道
教
室
盛
況

公
民
館
で
は
、
豊
か
な
人
間
性

を
つ
く
る
た
め
に
、
趣
味
と
実
用

を
か
ね
た
書
道
教
室
を
、
｀

こ
の

一
月
か
ら
毎

週
金
曜
日
午

後
六
時
三
十

分
か
ら
、
諧

師
を
泉
中
校

長
草
野
豊
先

生
に
お
願
い

し
て
開
設
し

て
い
ま
す
が

大
変
好
評
で

希
望
者
が
多

く
な
っ
て
い

ま
す
。現

在
関
根

コ
ウ
さ
ん
等

二
十
五
名
が

奥
深
い
毛
筆

に
よ
る
書
の

道
を
真
剣
に

学
ん
で
お
り

ま
す
。

ぐ
い
す
の
初
音
の
こ
と
、
け
き
よ

け
き
よ
き
よ
ー
、
と
つ
づ
け
て
な

く
の
を
、
う
ぐ
い
す
の
谷
渡
り
と

い
う
よ
う
に
声
が
珍
重
さ
れ
、
ほ

う
ほ
け
き
ょ
と
な
く
の
は
雄
の
ほ

う
だ
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

毎
年
、
秋
に
な
る
と
山
か
ら
里

へ
出
て
き
て
冬
を
過
ご
し
、
春
が

カ
ゼ
に
こ
注
意

深
く
な
る
こ
ろ
、
ま
た
山
へ
戻
り

ま
す
。
き
れ
い
な
渓
流
ぞ
い
の
か

ん
木
の
中
や
さ
さ
や
ぶ
に
巣
を
つ

く
り
産
卵
し
ま
す
が
、
時
鳥
（
ほ

と
と
ぎ
す
）
も
そ
の
中
に
卵
を
落

し
て
、
う
ぐ
い
す
に
か
か
え
さ
せ

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。



広報 た まかわ No. 79 昭和48年3月 1日 4
 

税

大
字
四
辻
新
田
字
村
中

一

申
年
免
相
之
事

申
年
は
宝
暦
二
年
(
-
七

五一
1

年
）
の
こ
と
、
当
時
、

四
辻
新
田
部
落
が
賦
課
さ
れ

た
租
税
は
、
二
百
二
十
九
石

で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
相
当
の

重
税
で
あ
っ
た
こ
と
が
伺
が

わ
れ
る
。
万
引
方
と
は
、
土

堤
崩
れ
や
青
立
稲
等
今
の
共

済
補
助
金
に
当
る
。
金
方
と

ほ
、
銭
納
の
こ
と
。
米
方
と

は
、
米
で
年
貢
を
納
め
る
こ

と
。
皆
済
と
は
、
完
納
の
こ

と
。
霜
月
は
、
今
の
十
、一
月

の
こ
と
。

．

当
時
の
経
済
状
況
を
知
る

上
で
、
極
め
て
重
要
な
文
書

で
あ
る
。
宛
名
が
、
末
尾
の

下
方
に
小
さ
く
書
い
て
あ
る

の

処

分

に

不
満
が
あ
る
と
き
は

1
1
遠
慮
な
く
異
議
申
立
を
1
1

税
務
署
か
ら
税
額
の
更
正
や
決

定
を
受
け
た
り
、
財
産
の
差
押
え

を
受
け
た
場
合
な
ど
で
、
そ
の
処

分
が
納
得
で
き
な
い
と
き
に
は
、

税
務
署
に
「
異
議
申
立
て
」
を
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

・

そ
の
申
立
て
に
対
す
る
税
務
署

の
決
定
に
も
ま
だ
納
得
で
き
な
い

と
き
は
、
さ
ら
に
国
税
不
服
審
判

所
に
「
審
査
請
求
」
を
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
国
税
不
服
審
判
所

は
、
国
税
局
や
税
務
署
か
ら
独
立

し
た
機
関
で
、
納
税
者
の
不
満
を

解
決
す
る
と
こ
ろ
で
す
。
ど
ち
ら

I
I
 i
 

免
相
の
状

須
釜
の
文
化
財
⑭

大
字
吉
の
、
有
賀
清
一
郎
さ
ん

（
五
九
）
は
、
こ
の
ほ
ど
、
掃
除

用
ハ
タ
キ
を
須
釜
小
学
校
に
三
十

本
、
須
釜
中
学
校
に
一
―
―
十
本
を
寄

曹
↓
心
贔
•
I
I

ハ
タ
キ
寄
附

学

校
曾
冒
尋
令

A
b

に

も
手
続
き
が
簡
単
で
費
用
も
か
か

り
ま
せ
ん
か
ら
、
遠
慮
な
く
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

毎
月
五
日
は
税
の
相
談
日

9
冒
會
令
尋

g
V●

0̂-

飢
人
救
助
願
書

大
字
山
小
屋
字
水
溜

天
明
三
歳

凶
作
二
付
飢
人
御
救
被
仰

渡

御

請

書

卯

九

月

陸
奥
国
石
川
郡
山
小
屋
村

大
凶
作
と
い
え
ば
天
明
、

天
明
と
い
え
ば
餓
死
。
今
か

ら
百
七
十
七
年
前
の
大
天
災

が
今
尚
語
り
継
が
れ
て
い

る
。
本
文
中
に
『
葛
、
蕨
の

根
を
掘
り
、
栗
の
実
を
拾
い

：
降
雪
と
共
に
百
姓
は
、
飢

死
致
す
べ
く
云
云
』
と
あ
り

ま
た
、
『
青
立
稲
を
中
程
よ

り
苅
り
、
青
藁
を
一
分
二
分

に
切
り
陽
に
て
千
し
煎
り
石

臼
に
て
摺
り
て
粉
を
作
り
、

葛
、
蕨
の
粉
を
混
ぜ
て
食
べ

云
云
』
と
あ
り
。
こ
れ
世
に

伝
わ
る
。
藁
餅
の
こ
と
で
あ

る。 の
も
、
当
時
の
社
会
を
よ
く

表
わ
し
て
い
て
面
白
い
。

生
徒
の
安
全
を
願
つ
て

街

頭

指

導

マ・
e
A
曹
・
〇
●
鼻

f_ 

共
済
制
度
の
な
か
っ
た
当

時
の
農
民
が
如
何
に
飢
と
戦

っ
た
か
が
伺
わ
れ
る
貴
重
な

資
料
で
あ
る
。

天
明
一
一
一
年
（
一
七
八
三
年
）

完
納
の
状

，

大
字
山
小
屋
字
溜
水

丑
歳
年
貢
皆
済
目
録

陸
奥
国
石
川
郡
山
小
屋
村

丑
歳
は
、
寛
政
六
年
（
一

七
九
四
）
で
あ
る
。

本
途
は
始
め
の
年
貢
割
当

て、

山出
目
米
は
新
た
に
検
地

し
て
、
届
出
面
積
よ
り
多
か

っ
た
分
の
年
貢
、
小
物
成
は

薪
、
藁
、
芸
仮
、
萱
な
ど
の
物

納
、
永
は
永
銭
勘
定
の
こ
と

，

で
、
一
両
の
こ
と
を
永
一
貫

文
と
い
っ
た
〇
御
蔵
前
は
浅

草
御
米
蔵
の
費
用
と
し
て
附

加
さ
れ
た
も
の
、
夫
金
は
人

夫
を
金
で
納
め
る
こ
と
。
貯

殻
は
貯
蔵
米
の
こ
と
で
あ

る。

釦疇．＂＂

おの
ら交こ
ず通の
‘事た

父故め
兄は‘
達ー川
か件辺
らも小
感発学
謝生校
ざし生 ；

／れて徒

、写て・
つ真お
校はり
長街ま
先頭す
生［こ ・-0 

立

附
し
先
生
並
び
に
児
童
生
徒
か
ら

感
謝
さ
れ
て
い
る
。
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

川
辺
小
学
校
の
鈴
木
校
長
先
生

は
生
徒
の
交
通
安
全
を
守
ろ
う

と
、
川
辺
小
学
校
に
赴
任
以
来
二

ケ
年
間
公
務
出
張
等
の
あ
る
日
除

く
毎
朝
生
徒
の
登
校
時
に
街
頭
で

指
導
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

H~• • 會心喝 ~t• や→令< ..... , 會疇 .-►♦M 釦●●鳴

お年玉の引き換えはお早めに

お年玉 当 せん番号

長房鳳誓I

年賀はが

きのお年玉

賞品引換え

は、一月二

十日から郵

便局で引換

中です。

今一度当

選番号を確

めて早くお

引き換えく

ださい。

--
等級 お年玉の品名 組 番 号

折J::車計まりたた算機はたみ電式子式自転卓 各組共通
711085 

1等 417367 

A 組 084059 

名組共通 （下 544け46た1） 
2等 電 子 ジ ャ ー

（下559け38t4~ ） A 組

3等 園芸セット 各組共通 （下 42け13た1） 

4等 封節プ-・ セットとグリ 名組共通
（下 3け93た2） 

ー イソグカード
139 

（下2け9た9） 

5等 お年玉切手ジート 各組共通 66 
34 
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郵
便
貯
金
預
金
者
貸
付
け
は
一

月
か
ら
取
り
扱
っ
て
い
ま
す
が
、

お
金
を
借
り
る
く
ら
い
な
ら
、
貯

金
を
お
ろ
し
た
ほ
う
が
い

…
…
」
と
い
わ
れ
ま
す
が
、

お
ろ
す
よ
り
も
借
り
た
ほ
う

が
お
ト
ク
な
場
合
が
た
く
さ

ん
あ
り
ま
す
。
短
期
借
り
い

れ
の
場
合
等
考
え
て
み
ま
せ

ん
か
。
お
金
も
上
手
に
使
い

る
よ
う
で
す
。

「
例
」

一
年
六
か
月
預
け
る
目
的

で
定
額
貯
金
（
四
十
七
年
八

月
一
日
以
降
預
入
）
一
を
し
ま

し
た
が
二
か
月
た
っ
て
急
に

八
万
円
の
お
金
が
必
要
に
な

っ
た
場
合
9

•• 

④
借
り
た
場
合
八
万
円
を
四

か
月
問
借
り
ま
し
た
。

貸
付
け
の
利
子
は
一
―
三

三
円
で
、
貯
金
は
一
年
六
か

月
た
っ
て
お
ろ
し
ま
し
た
の

で
、
利
子
は
1

ハ
、
一
四
四
円

に
な
り
、
差
引
利
子
は
五
、

0
-
―
円
に
な
り
ま
す
。
'

④
一
時
お
ろ
し
て
再
預
入
し

た
場
合
。

八
万
円
を
お
ろ
し
て
四
か

月
た
っ
て
、
ま
た
、
八
万
円

を
預
入
し
ま
し
た
。
最
初
に

預
け
て
お
ろ
す
ま
で
の
二
か

月
分
の
利
子
は
、
四

Q
O円

で
、
再
預
入
し
た
貯
金
の
利

子
は
、
一
年
分
で
三
、
六
四

0
円

に
な
り
ま
す
。
手
も
と
に
入
る
利

子
は
合
わ
せ
て
四
、

0
四

0
円
に

金
のけ

制

度

村内工場だよ

株式会社玉川

な
り
ま
す
。

④
お
ト
ク
に
な
る
金
額
。

二
つ
の
場
合
を
く
ら
ぺ
る
と
借

り
た
ほ
う
が
九
七
一
円
の
お
ト
ク

に
な
り
ま
す
。

以
上
一
例
で
す
が
、
く
わ
し
い

こ
と
は
郵
便
局
窓
口
で
お
尋
ね
下

さ

い

。

（

川

辺

郵

便

局

）

保

存

[

[

りヵ助

血
液
が

・
足

り

ま

せ

ん

命

`
り
[
員

□

冒

=＝＝= llllll
――-＝=＝＝＝＝=＝＝-＝＝＝=-==-=＝＝=-＝I-=-=-＝-＝

l-―――――-＝＝＝＝＝―
-l-i-＝＝-=＝=＝＝-=＝＝＝＝＝-―-==＝-=＝-=＝＝
＝＝＝＝
＝＝＝＝＝＝-=-=＝＝＝＝=―-＝――――――
-m-
＝-=＝-＝=-＝＝=＝=＝-＝＝＝＝＝-＝＝＝＝-＝―-＝=＝＝-＝＝=-＝-＝-＝＝＝＝=＝＝＝-＝＝-=＝==-＝＝=-＝＝―――-＝＝
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当
社
は
昭
和
四
五
年
三
月
に
、

玉
川
村
大
字
山
小
屋
字
曲
久
保
に

敷
地
面
積
約
四
ニ
ヘ
ク
ク
ー
ル
を

取
得
し
、
霞
ヶ
浦
畜
産
、
玉
JII
フ

ァ
ー
ム
と
し
て
発
足
し
ま
し
た

が
、
昭
和
四
八
年
二
月
一
日
社
名

を
「
株
式
会
社
玉
川
フ
ァ
ー
ム
」

と
改
称
、
資
本
金
五
千
万
円
に
て

発
足
致
し
ま
し
た
。
現
在
の
処
操

業
途
上
の
た
め
従
業
員
七
名
、
飼

育
頭
数
三
、

0
0
（
頭
の
規
模
と

な
っ
て
お
り
ま
す
。

本
社
伊
藤
忠
商
事
四
、
国
民
の

台
所
に
直
結
す
る
食
糧
供
給
を
担

い
、
特
に
養
豚
部
門
に
つ
い
て
は

玉
川
村
山
小
屋
に
祖
界
の
優
秀
種

雑
種

1

、ーー
五

豚
を
直
輸
入
し
、
国
内
の
姜
豚
家

に
は
優
良
種
豚
を
、
ま
た
国
民
の

食
卓
に
は
良
質
な
肉
を
供
給
す
る

た
め
に
株
式
会
社
玉
川
フ
ァ
ー
ム

を
設
置
致
し
ま
し
た
。

当
社
の
経
営
規
模

い
農
場
面
積
四

ニ
ヘ
ク
タ
ー

ル

⑳

事

務

所

一

、

寮

一

（

七

0

坪）

③
肉
豚
舎
一
八
棟
（
常
時
三
、

0
0
0頭
、
最
終
計
画
二

0
、

9
 

0
0
 
0
頭
）

④
種
豚
舎
一
五
棟
（
常
時
一
、

五

0
0頭
、
最
終
計
画
四、

0

0
0頭）

直
輸
入
計
画

い
デ

2
ロ

ッ

ク

雄

八

頭

雌

三

二

頭

計

四

0
頭

四

七

年

十
一
月
直
輸
入
済
（
三
月
内
娩
）

②
ア
メ
リ
カ
大
ョ
ー
ク
雄
五
頭

雌

一

五

頭

計

二

0
頭

'

四
八
年
四
月
農
場
着
（
決
定
）

③
ハ
ソ
。
フ
ジ
ャ
ー
雄
三
頭

雌

七

頭

計

一

0
頭

四
八
年
四
月
農
場
着
（
決
定
）

④
デ
ソ
マ
ー
ク
ラ
ソ
ド
レ
ー
ス

雄

五

頭

雌

一

五

頭

計
二

0
頭
四
八
年
八
月
農
場

着
（
予
定
）

⑮
L
'H
,
．

L
D
 

汚
物
汚
水
処
理

最
近
畜
産
公
害
等
の
問
題
が
大

き
く
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
て
お

り
ま
す
が
、
当
社
と
致
し
ま
し
て

は
こ
れ
ら
処
理
に
つ
き
ま
し
て
は

最
新
式
の
浄
化
槽
を
設
置
し
、
公

害
を
出
さ
ぬ
よ
う
全
力
を
あ
げ
て

努
力
し
て
お
り
ま
す
。

こ
の
浄
化
槽
は
一
万
頭
分
の
糞

尿
、
汚
水
を
浄
化
す
る
能
力
を
有

し
て
お
り
、
現
在
は
飼
育
頭
数

三、

0
0
0頭
で
あ
り
ま
す
が
、

今
后
も
一
時
に
は
増
頭
せ
ず
、
当

村
及
び
村
民
の
皆
様
方
と
協
諮
の

上
増
頭
致
す
所
存
で
す
。

現
在
の
農
業
の
転
換
期
に
当
面

し
て
、
将
来
の
養
豚
産
業
を
担
う

若
き
技
能
者
を
養
成
し
、
意
欲
的

な
生
産
者
の
結
合
を
は
か
り
、
相

互
協
力
し
て
豊
か
な
農
村
を
築
く

た
め
に
研
修
制
度
を
設
け
て
お
り

ま
す
。
ま
た
、
こ
の
制
度
の
他
に

当
村
及
び
村
民
の
皆
様
方
に
何
ら

か
の
形
で
役
立
た
せ
て
い
た
ゞ
き

た
い
と
心
掛
け
て
お
り
ま
す
の
で

何
分
の
御
協
力
を
お
願
い
た
し
ま

す
。

0
0頭

ぐ〉
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cl消費者のために|

第 1号

買
物
に
は
ま
ず

品
質
表
示
を
見
ま
し
ょ
う

｛
第
一
に
酒
は
こ
ろ
し
て
飲
ま
な

い
こ
と
。
接
待
の
と
き
や
緊
張
し

て
酒
を
飲
ん
で
い
る
と
酔
わ
な
い

の
に
胃
腸
に
負
担
が
か
か
り
、
，＇
血

圧
を
あ
げ
ま
す
か
ら
。

第
二
に
食
べ
も
の
を
と
り
な
が

ら
飲
む
こ
と
。
こ
れ
は
み
ん
な
知

っ
て
い
る
立
を
な
の
に
、
忙
し
い

と
き
は
守
れ
な
い
こ
と
が
多
い
の

こ
れ
は
い
ま
自
分
の
胃
が
ど
う

い
ぅ
状
態
に
あ
る
か
を
、

II 

ま
ず
ア
ル
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の
こ
と

胃
に
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を
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か
ら
昭
和

品
品
質
表

こ
0

・・
・

も
と
に
な
り
ま
す
。

9

夕

，、

示
法
」

．
が
制
定
さ
れ
ま
し

t

.

..

.

.“

t4
 

•• 

,

．

．
 
．
 

．
 （

次
回
は
家
庭
表
示
法
の
し
く

＇す

｀

•

9 

そ
こ
で
消
費
者
の
た
め
に
商
口
距
A
.

・’

の
品
質
表
示
を
適
正
に
実
施
さ
せ

み
に
，つ
い
て
掲
載
し
ま
す
）

で。
第
三
に
ア
ル
コ
ー
ル
の
種
類
を

少
な
く
す
る
こ
と
。
年
薬
と
同
じ
ょ

う
に
乱
飲
す
れ
ぽ
す
る
ほ
ど
作
用

が
強
く
な
り
ま
す
o

.

次
に
食
べ
も
の
の
こ
と

北竜ク

須

釜崎

男母

ク小 ク川
部

高 辺落

死
亡
者
氏
名

矢

部

荘

司

小

針

岩

晴

関

根

恒

一

谷

地

良

子

坂

本

房

吉

小

林

ト

・
ミ

石

井

吉

、松

年
令

(69) 

(73) 

(78) 

(

2

8

)

 

(
7
3
)
 

'(83治）
(35) 

世
帯
主
名

主主秋

雄

ト

メ
房

男
由

．
．
 

政

今
朝
雄

長養 父 子 父 石 荘廷
男ー・郷
のの
父久

／ヽ柄

（
二
月
分
の
死
亡
届
書
か
ら
）

‘
 

＿
こ
逝
去
お
悔
み
申
し
上
げ
ま
す

北ク南ク竜 岩 ク

須須法

釜 釜 崎 寺

為
部

落

出

生

児

氏

名

川

辺

矢

部

宗

ク

味

原

一

夫

．．
 

小

小

針

竜

哉

中

小

針

正

好

高

林

浅

春

草

野

嘉

重

鈴

木

由

美

小

林

千

春

関

根

和

宏

阿

部

善

四

一
郎

榊

枝

聡

金金米伴吉重浅武幸勇宗世

太 胃
重ーニ衛之治郎 助 郎名

// ク孫
の
長
男

孫ク孫
の
長
男

孫ク

高

続

柄

孫ヶク

お
誕
生
お
め
で
と
う

こ
ざ
い
ま
す

（
二
月
分
の
出
生
届
書
か
ら
）

的
＂
に
判
断
し
て
適
量
を
と
る
よ

う
に
す
れ
ば
、
胃
に
負
担
を
か
け

な
い
は
ず
。

ご
ち
そ
う
を
前
に
し
て
理
性
を

失
わ
な
い
よ
う
に
、
疲
れ
た
と
き

は
、
む
り
を
せ
ず
あ
た
た
か
く
て

栄
義
の
あ
る
も
の
を
少
量
と
っ
て

早
く
休
む
の
が
よ
い
。

お
モ
チ
な
ど
を
食
べ
た
あ
と
の

胸
や
け
は
重
曹
や
市
販
の
胃
薬
で

お
さ
ま
り
ま
す
が
、
し
ょ
っ
ち
ゅ

う
胸
や
け
を
お
こ
す
人
は
、
重
曹

ぐ
ら
い
で
ご
ま
か
す
の
ほ
危
険
で

す
。
早
期
に
専
問
医
の
受
診
を
、

ぉ
す
す
め
し
ま
す
。




